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自然教育園の植生は，年々悪化する都市環境下にありながら，きわめて自然度の高い植物群落で構成され

ている。昭和24年全域が天然記念物に指定されて以来，注意深い管理のもとに，自然植生はもとより，かつ

て人為的影響下におかれた代｛賞植生も，徐々に回復，発達してきている。

昭和41年（1966），高速道路2号線の建設によって自然教育閣の植生は全域にわたって強い影響を受けた。

その実態は，すでにいくつか

報告されている（奥田 ・宮脇

1966，奥田， 1972）。

本報告は，この高速道路建

設が行なわれたl時点における

植生の状態と，すでに15年経

過した現在の状態との比較調

査の結果である。なお当H寺の

報告では，植物群落は地域的

な群落単位で具体的な群落名

は示されていなかったが，そ

の後の植生学の発展にもとづ

き，本報告では可能なかぎり

群落単位を明らかにしたの

ち，それぞれの群落単位の時

間的な変動について考察が行

なわれた。

本報告をまとめるにあた

り，自然教育園の研究員の方

／ 

（ 、＼

十

図 1 調査位置図

Abb. 1. Lage der Aufnahmestellen im Naturpark fiir Naturstudien. 

＊ Contributions from the Department of Vegetation Science, Institute of Environmental Science 

and Technology, Yokohama National University No.105. 

＊＊ 横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室， Instituteof Environmental Science and Techn-

ology, Yokohama National University 
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方に御世話になった。ここに厚く御礼申し上げたい。

調査方法

昭和54～55年（1979～1980〕の 2年間，自然教育圏内において植物社会学的な野外調査を行ない，昭和39

～40年（1964～1965）当時における調査資料との総合比較によって，群落単位の把握および過去15年間の植

生の変化を比較検討した。調査地は Abb.l.に示されている。また当時（1965現在）作製された植生図をも

とに群落の空間的拡がりの変化についても問機に，局所的に調査が行なわれた。

群落表のうち，既発表の資料は出典を明記し，重複をさけるため常在度で示した。値の低いものは紙面の

都合で省略している。

調査結果および考察

1. 自然教育圏内で記録された植生単位

1. ヤブコウジースダジイ群集

Ardis i o Castano psi et u m s i e bold i i Suz-Tok. 1952 

ヤブコウジースダジイ群集はスダジイの優占する常緑広葉樹林としてはもっとも低温域に生育し，本州の

関東地方から四国，九州、｜にかけて広く分布している。関東地方では，海岸ぞいのE陵地，断崖地などに生育

し，内陸のローム台地上に生育するシラカシ群集とすみ分けている。

自然教育闘をも っとも強く特徴づけているスダジイ林は， 2～5mの人工の土塁上に発達し， 50～80%の

植被で連続した樹冠を形成している。高木屑にはスダジイに混じ，ときにアカガシがみられることは，東京

湾岸に分布するスダジイ林の植分と共通している（奥田， 1969, 1970）。闘内の植分はモチノキ，ヤブツバ

キ，カクレミノ，モッコク，イタチシダなどを区分種としてヤブコウジースダジイ群集と判定される。

自然教育園の地質は下末吉屑の関東ロームでおおわれ，台地上の大部分が次項のシラカシ群集の成立が考

えられるが，現存するスダジイ林内にはシラカシはごく稀にしか出現しないこと，土塁という乾燥しやすい

地形であることなどから，ヤブコウジースダジイ群集の生育が可能であるものと考えられる。

2. シラカシ群集

Q u e r c e t u m m y r s i n a e f o l i a e Miyawaki et Ohba 1965 (Tab. 1) 

シラカシ群集はシラカシを標徴種とする常緑高木林で，関東平野のローム台地上に広く生育している。現

在その分布域は，近畿，中国，九州北部などにも知られている。

自然教育閣の立地はシラカシ群集に適するローム質土岐でおおわれており，林内各所にシラカシの若木が

みられる。しかし，その発達した植分は少な く，シラカシの優占植分がただ 1ケ所，夏緑広葉樹林中にみら

れる。林床にはアオキ，ヒサカキ， シロダモなどの常緑植物が多いが，同時にウワミズザクラ，コナラ，ム

クノキなどの夏緑広葉樹も多く，完全な自然林とはいいがたい。しかし，自然教育園の潜在自然植生を決定

づける貴重な植分である。
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表 1 シラカシ群集
Tab. 1. Quercetum myrsinaefoliae 

Aufn. Nr. I，醐咋昨りl 441 Datum d. Aufnahme （調咋＇I'・ II 111 30. Aug.’BO 

Gro/1e d. Probeflache I凋舟1hih1) 150m' Exposition u. N引gung( Iパ、，）：J;tぴ側＊＇II N, 5・
Hohe u. Deckung d. Baumschicht I I山本抗 lIM町内き／附値＞f’j 16m 90°0 

Hohe u. Deckung d. Baum sc hi印刷 2 1 iH~2 1M の，，－：；さ ／梢随中） Sm IO'-’o 

Hohe u. Deckung d. Strauchschicht fl，本柄拘仙き／附械ヰ’｝ 3 m 90°0 

Hohe u. Deckun侭 d. Krautschicht , r;,. ,i,:桝，，，：：；き／附被＋’j I O.Bm 20°0 

Artenzahl 1:1＼収同世1 21 

Kennart d. A.,., tl＇品開I賀川 Kadsura japon,ca ビナ／カスラ K 1.2 

QuerCl』smyrsinaefol日 ノ弓カ ノ 日 I 4.3 Ophiopogon japonicus ジャ ／ヒ’f K 1.2 

S 2.3 Camellia 1apon<ea ヤプアパキ K + 
K 2.3 B,,teitrr afil'l'H 

Kennarten d. Vrrbandes. Orb. 11. Kla,.se J・級＇i・l,i:JlH Prunus grayana ウ ワ iてザフ ラ B I 2.1 

Aucuba japonica アオキ s 4.4 Quercus Serrata コナラ 日 I 2.1 

Eurya japonica ヒ仲カキ s 2.2 ldesia polycarpa イイギ＂ B I I.I 

Neolitsea sericea yログモ s 1.2 Aphananthe aspera ムクノキ B 2 2.1 

Ligust rum japon icumネだ iモチ s 1.2 !lex crenata イヌ yγ S 1.2 

Fatsia japonica ヤソテ s I.I Acer palmatum イロハモ： ジ S 1.2 

Persea thunbergii ？プ s Magnolia kohus コプノ s 
!lex i『，te官ra モチノキ s Trachycarpus fortuneiン1 ロ S I.I 

Hedera rhombea キゾタ K 2.2 Pleioblastus chino アズマ干サ’サ K 

2a アカマツ・クロマツ植林 Pinus densiflora-Pinus thunbergii-Forst 

圏内台地上にアカマツとクロマツが相半ばで生育し，針葉樹林を形成している。このマツ類の植栽年月は

正確にはまだ不明であるが，樹勢から推定し大正年間と恩われる。自然教育園の管理となってからそれまで

行なわれていた下刈りを停止し，森林の遷移を助長させた結果，森林は上層より針葉繍，夏緑広葉樹，常緑

広葉樹の各生活形をもっ植物による明瞭な階層構造となっている。上層のアカマツの都市環境下における衰

退はいちじるしく，その個体数は植林当時から約12%に減退している（奥田， 1972）。現在はマツの枯死する

個体は少ないが，林床の樹木とくに常緑広葉樹の伸長が目立ち，近い将来常緑広葉樹林への交代が期待され

る。

アカマツ・クロ 7 ツ植林は，常緑広葉樹の再生がよいためヤブコウジースダジイ群集やシラカシ群集と種

組成的に近似している。 中でもシラカシのがJ樹が多いことから，現存のアカ 7 ツ・クロ マツ植林の潜在自然

植生は大部分シラカシ群集と推定される。

3. イヌシデーコナラ群落 Caゅinustschonoskii・-Quercus serrata-Gesellschaft 

圏内の森林究員で，台地上のスタジイ林とアカ 7 ツ ・クロマツ植林および谷部のムクノキーエノキ群集（次

項〉をのぞく部分はイヌシデーコナラ群落としてまとめられる。林相はコナラ， ミズキを中心とする夏緑広

葉樹林であるが，他にイイギリ，ウワ ミズザクラ，ヤ7 ザクラなども高木層に目だっている。林床にはアズ

マネザサ，クマザサなどの多い未発達の林分もあるが，低木層は一様にアオキ，シロダモ，ネズミモチなど

が密生し，常緑植物が優占している。

イヌシデーコナラ群落を特徴づける種群に高木ではコナラ，イヌシデ，イイギリ， ヤマザクラ，イヌザク

ラ，クリなど， ｛民木ではムラサキシキブ，ガマズミ，マユ ミ，エゴノキ，ゴンズイ，カマツカ，ウグイスカ

グラ，ヤマウコギなどがある。革本積物ではナノレコユリ，ケ ＂＜ Iレパスミ レなどがあげられる。

関東地方低地の二次林の植物群落にクヌギーコナラ群集が報告されているが，この群集は定期的な伐採に

よって持続するAA芽林にあてられたものであり，閣内のコナラ林のように，伐採をまぬがれて再生，発達し
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た森林とではおのずから異なるものである。

図 2. 斜面下端の適潤地に生育するムクノキーエノキ群集の林内相観
Abb. 2. lnnere Ansicht des A p h an an th o Ce I t i cl e t u m au£ feuchten 

Boden an den kleinen Tai im Naturparl《 filrNaturstudien in Tokyo. 

4. ムクノキーエノキ群集

A p ha nan tho Ce It id et u m j a po n i ca e Ohno 1979 (Tab. 2) 

沖積低地や丘陵の斜面下端など，地下水位の高い崩積土上には常緑広葉樹林域でありながら，夏緑広葉樹

林が自然状態で発達している。主要構成種はムクノキ，エノキであり ，時にミズキ，コブシが混生する。出

現種数はきわめて多く，群落は40～50種で構成されている。

圏内の台地斜面から低湿地にかけての湿生立地にもムクノキ，エノキ，ミズキなどが20m内外の森林を形

成している。低木層にはアオキが優占し，ここ数年増加の傾向にあるシュロも局所的に密生している。さら

にシロダモ，タブなどの高木性の常緑広葉樹がみられるが，亜高木屑まで達する個体は少ない。群集内には

カントウマユミ，ヤブデマリ，イボタ，ヤブニンジン， ミズヒキ，ホウチャクソウ，ワパユリ，ヤブミョウ

ガなどの適潤地生植物が特徴的である（Abb.2〕。

圏内におけるムクノキーエノ キ群集は，立地の大きな変化が起らない限り現在の姿で長期間持続するもの

と考えられる。

5. ジャヤナギーアカメヤナギ群集

S a I i c e t u m e r i o c a r p o -c h a e n o m e I o i d i s Okuda 1978 (Tab. 3) 

ヤナギ林は河辺の水際に生じ，流水の影響の程度に対応して低木林と高木林が帯状に配分するのが一般的

である。さらに下流域ですでに洪水の影響を受けない後背湿地や，池沼の岸部になどにもヤナギの高木林が

発達している。
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関東平野の沖積低地にはジャヤナギーアカメヤナギ群集が記録されている（奥田， 1978）。自然教育園の中

央部の湿地にもヤナギの高木林が生育し，最近までそれはタチヤナギとされていたが，これはまぎれもなく

ジャヤナギである。したがって圏内のヤナギ林はジャヤナギ アカメヤナギ群集と判定される（Abb.3〕。

圏内のジャヤナギ林は高さ20mに達し，林床にはア7 チャヅノレ，カラスウリ，アシボソ，チヂミザサ，ツ

ボスミレ，キクムグラなど多数の湿地植物が生育している。

図 3. 湿地に発達するジャヤナギ林 （ジャヤナギーアカメヤナギ群集）。手前の草地はアキノノゲシーカナ
ムグラ群集

Abb. 3. Der am Sump£ entw ickel~e Weiden-Wald (Sa I ice tu m er i o carp o -ch a en o 

me Io i cl Is). Im Vorclergrund wiichst die Saumgesellschaft Lac tu co -Hu m  u I et u m  

s c a n cl e n t i s). 

6. ヤマノイモーコウゾ群洛 Dioscorea japonica Broussonetia kazi河okiGesellschaft (Tab. 4) 

台地上のヤブコクジースダジイ群集，イヌシデーコナラ群落などの森林櫛生が開放地域と接する場所には

コウゾの優占する低木群落が生育し，ときに未発達の森林内にも侵入，生育している。このコウゾ群落はへ

クソカスラ，カラスクリ，トコロ，ヤマノイモなど多数のつる植物を伴い，林縁においてマント群落の形態

を示している。

ヤマノイモ コウゾ群落は，次項のヤブスゲーイボタ群落と共通種が多く，同じマント群落の上級単位で

あるノイパラクラスに位置づけられる。しかし，ヤブスゲーイボタ群落に対応する区分種群に欠けている。

ヤマノイモーコウゾ群落は 2つの下位群落に分けられる。未発達の植分はススキ，ヨモギで区分されるス

スキ下位群落としてまとめられ，発達した植分をまとめた典型下位群落から区分される。

7. ヤプスゲーイボタ群落 Carex rochebrunii-Ligustrum obtusifoli仰時ーGesellschaft(Tab. 4) 

ジャヤナギ アカメヤナギ群集または，ムクノキーエノキ群集が，湿原植生と接する付近には低木とつる

植物によるマント群落が生育している。この群落はヤブスゲ，イボタ，ダイコンソワ，キクムグラ，ツボ
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スミレ，アオミズなどを区分種としてヤブスゲーイボタ群落としてまとめられた。

ヤブスゲーイボタ群落は，イホ、夕，ノイパラ，ヤマグワ，ヌ／レデなどの低木の上にスイカズラ，カラス

ウリ，アケビ， トコロなどがおおいかぶさるように生育している。林床にはヤブスゲ，チヂミザサ，イノコ

ズチ，キクムグラが生育し，線類のヤチサナダゴケも生育している。ヤブスゲーイボタ群落は 3つの下位群

落がみられる。もっとも水ぎわにはヒメシダ下位群落，より乾生な立地にはエナシヒゴクサ下位群落，もっ

とも乾生な立地には典型下位群落が生育する。

8. アズマネザサーススキ群集

A r u n d i n a r i o c h i n o -M i s c a n t h e t u m s i n e n s i s Miyawaki 1971 

刈取草原の代表的な群落であるススキ群落は，わが国全域の放牧地に広く分布している。また植林地の伐

採跡地や放置された耕地にも遷移の途上の二次草原としてススキ群落が生育している。関東地方のススキ草

原はアズマネザサを唯一の局地的な群集標徴穏としている。圏内にはススキ草原と呼べるほどのものは少な

表 5. カナピキソウーシパ群落
Tab. 5. Thesium chinerse-Zoysia Japonica-Gesellschaft 

Lfd. Nr 

Aufn.-Nr.: 

Datum d. Aufnahme : 
Grるβed. Probefliiche ( m') : 
Hohe d. Vegetation(cm) : 
Deckung d. Vegetation(01,): 
Artenzahl : 

Kennaγten d. Veγbandes : 

Zoysia japonica 

Thesium chinense 
Liriope minor 

Phyllanthus ussuriensis 
Hydrocotyle ramiflora 
Swertia japonica 

Spiranthes sinensis 

Kennaγten d.hoheγeπ Einheiten : 
Imperata cylindrica var. koenigii 
Sanguisorba o妊icinalis
Cirsmm japonicum 
Potentilla freyniana 
Miscanthus smens1s 
Viola mandshurica 

Begleiter : 

Picris japonica 

Justicia procumbens var. leucantha 
Lysimachia japonica f. subsessilis 

過 し話予 号

調合5得 号

，調作年月 II (1973) 
調作1/ii積
十i／（斗三1：宅
全 fl／［被，千f

,' I¥王見向数

シノ－｛Jr判・JIt:'.'i (J'l{ Hi. 
シ〆ノ 、

カ十ビキソウ
ヒメベ’フ‘ラン
ヒメミカンソウ
オオチト‘メ
センフー リ
ネジノ〈ナ

卜純 qq、〉の 付！徴附

チガヤ
ワ レモ コウ
ノアザミ
ミ‘ソパ y チグリ

スス キ
スミレ

1;;:fffl＇・干，r(
コウ ゾ リ十
キツネ／ "7コ
コナス ヒ

1 2 

401 402 
%も 巳イ8
4 6 
20 50 
80 90 
20 20 

4・4 3・3 
1・2 ＋ 
1・2 ＋ 
2・2 ＋・2

1・2
＋ 

＋ ＋ 
ート

十 4・4
+ ・2 ＋ 
十 ・2 一
十

＋ 
＋ 

2・2 十

1・2 1・2
十 ＋ 

ー ［111/11,J丸の柿 Au βerdem je einmal in Aufn. Nr. 1 Kummerovia striata ヤ ノ、
ズソ ウ 3.3 M itrasacme pygmaea アイ十エ 1.2司 Andropogon brevifolius ウ
シク サ ＋・2‘ Trifolium pratense ア カツメケサ ＋． Paederia scandens var. 
mairei A 、ク ソカ ズラ ＋． Hypericum laxum コケ オトギリ 十‘ Vicia unijuga 
ナンテン ノ、キ ト．
in 2 : Cirsium niponicum var. incomptum タイアザミ 1・ l. Sophora flavescens 
var. angustifolia クララ ’＋司 Plantago asiatica オオ ノ〈コ＋． Erigeron phila-
delphicus ノ、 yレジ オ ン十． Oxalis corniculata カタノ〈ミ十． Trifolium repens 
シロツメクサ ＋． Dioscorea tokoro ヤマノイモ＋．
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ぃ。昭和41年に武蔵野植物教材閣のー｜判における槌分の記載が行なわれている（奥田 ・宮脇，1966,Tab. 4）。

現在はまとまった群落域は見られない。

9. 力ナピキソウーシパ群落 Thesium chinense-Zoysia jaρonica-Gesellschaft (Tab. 5〕

シパ草原の成立条件は放牧地において牛馬のきっ食が持続的に行なわれることである。同時に，人為的な

刈取りや火入によっても草原を維持することが可能である。

圏内は大部分が森林におおわれているため，乾生草原のしめる面積は狭い。武蔵野植物教材園周辺および

事務所の前庭に小規模なシパ草原が存在するに過ぎない。

武蔵野植物教材園付近のシパ草原は，カナピキソウ，ヒメミカンソウ，ヒメヤプラン，センブリ ，ネジパ

ナなど，シパ草原に特徴的な種群が見出せる。さらにチガヤ，ワレモコワ，ススキなどススキ草原との共通

種も生育している。このような植分は既発表のシパ群落にはあてはまらない。したがってカナビキソウ，ヒ

メヤプラン，ヒメミカンソワなどを区分種とし上述の群落名のもとにまとめられた。

事務所前庭のシパ群落は路傍雑草の混入が多く ，シパ草原固有の種に欠けている。

10. カサスゲ群集 Cari c et um  d is pa I at a e Miyawaki et Okuda 1972 

カサスゲ群集はスゲ型の低層湿原群落として，利根川下流域の植分で記載された（MIYAWAKIu. OKUDA 

1972）。一般にカサスゲが優占し， 出現種数は少ない。群集の分布域はヤブツバキクラス域を中心に，本州、／，

四国，九州に広く分布している。

園内の湿地にもカサスゲ群集が見られる。水深30cm 内外の場所にカサスゲが優占し，純群落を形成して

いる。水深が浅くなると他の湿生植物が共存し，出現種数が多くなる。

11. チゴザサーアゼスゲ群集

I s a c h n o -C a r i c e t u m t h u n b e r g i i Miyawaki et Okuda 1972 

チゴザサーアゼスゲ群集は低層湿原のーっとしてやや中栄養から貧栄養条件下に生育する。洪水によって

栄養分の供給を受ける河川敷には少なく，むしろ後背湿地の岸辺に出現する。

圏内の湿地には小規模ではあるが，さまざまな条件の場所がみられる。周辺の斜面から浸出して常に湿潤

な立地にこのチゴザサーアゼスゲ‘群集の植分が昭和41年に記録されている。群落構成種にはチゴザ、サーアゼ

スゲの他に，アブラガヤ，イ，へラオモダカなどがみられ，他の湿原植物群落と種組成を具にしている。

12. ヌマトラノオーヨシ群落 Lysimachia fortunei-Phragmites australis-Gesellscha!t 

圏内の中央湿地帯にはl昭和41年の11寺点において種々の湿原植物群落が生育していた。その内で保護区域内

の大部分をしめる停滞水でおおわれる湿原部分はヌマトラノオーヨシ群落にまとめられる。

ヌマトラノオーヨシ群落は抽水植物のヨシを中心に，ヒメシダ，コウヤワラビ，ヌマトラノオ，セリ，サ

ヤヌカグサ，チダケサシなどのヨシクラスの種が群落構成の中心となっている。 しかし，スギナ， ドクダ

ミ，ツボスミレ，イボタ，スイカズラ，ノイパラなどの湿生林や湿生マント群落の構成種の常在度も高い。

加えて， ミゾソパ，アキノウナギツカミ ，アメリカセンダングサなどの好窒素性植物も多数生育している。

13. ウキヤガラーマコモ群集

Sc i r p o f l u v i a t i I is -Z i z an i e tu m I a t i 1 o I i a e Miyawaki et Okuda 1972 

ウキヤガラーマコモ群集は沖積低地の河川や池沼の岸辺に生育する抽水草本植物群落であり，わが国に広
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く分布している。マコモはしばしば、純群落となり，とくに水深 30cm 以上の場所ではほとんど共存穏を伴な

わない。しかし流水の影響の少ない安定した水際ではマコモに加え，ウキヤガラ，フトイ，ヨシ，ショウブ

などが混生するようになる。

圏内では水生植物教材闘にマコモの純群落がみられる。この植分は標徴種のウキヤガラを欠くが，同群集

の断片として扱かわれる（Abb.4）。

図 4. カサスゲを伴なうマコモ群落 （水生植物教材園）

Abb. 4. Sci r po f I u vi at i I is -Z i z an i et um  1 at if o I i a e, das am Rand des 

Teiches mit Carex dispalata〔W asserpflanzen-Lehrgarten)vorkommt. 

14. セリークサヨ シ群集

0 en ant ho -Ph a I arid et um  a run d in ace a e Miyawaki et Okuda 1972 (Tab. 6) 

河川中～下流域の流水辺にしばしばクサヨシ草原がみられる。クサヨシは関東地方の河川では大群落を形

表 6. セリークサヨシ群集

Tab. 6. Oenantho Phalaridetum arundinaceae 

Aufn.Nrし制作詐り） ： 424 Datum cl. Aufn.し制作fj'.)Jlい ・29.0kt.’80 

Gro/Je d. P robeflache （『制作1(1ih'[l6 111’ Wassertief （水深1 2～ 3《m

Hohe d. Vegetation ( 11/i.'Jc川 ） 80cm Deckung d. Vegetation （令M被咋’｝ 70°0 

Artenzahl ( :I＇，現係数 1 7 

Ke1111αrte11 d. Ass 

Phalaris arundmacea 

Oenanthe javan ica 

Ke,rnart d. KlαS刊：
Phragmites austral,s 

町民間 1賀川

クサ ヨ〆 4 4 

七，， 2. 3 

クラス I~ i負附

ヨン

H,•>'h·it,•r 

Polygonum thunherg11 

Galium kikumugura 

Stellaria aquatica 

Impatiens texto, i 

随 ll f,f, 

ミソソ，、 I. 2 

キクムグラ

ウンノ、コ ベ

ヴ IJブトソウ
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成することは少なく，小群状または団塊状に生育し，定期的な冠水の影響をうける，粘質土の多い溜．生立地

を占めている。セリークサヨシ群集は主として多摩川の河川敷の随分で記載された。セリ，クサヨシを標徴

；種とする出現種数の少ない若干：集である（Miyawakiu. Okuda 1972) (Tab. 6）。

圏内の湿地の中で，とくに東方面から流下する谷そV、の湿性地にセリークサヨシ群集がみられる。生育地

は周聞の森林でやや庇陰されており，きわめて湿った状態にある。群落の最盛期は春季から夏季であり，秋

季には，隣接するアキノノゲシーカナムグラ鮮集が侵入，生育する。

15. アキノノゲシーカナムグラ群集

Lactuco indicae Humuletum scanclen令is Okuda 1978 

河川下流域の適ii到な沖積i也において，ヤナギ林の林縁や縫｜妨の法而，さらに集落周辺の空地やゴミ堆積地

などにもカナムグラの密生する植分がみられる。園内の湿地にもカナムグラが繁茂しており ，その生育域は

最近の10年間徐々に拡大している。

アキノノゲシーカナムグラ群集は，関東平野低地の河川敷で記録された（奥田，1978）。群落は一年生のつ

る植物を主としてほぼ全域をおおい，初夏から秋季にかけて形成される。鮮まiさ標徴穂はアキノノゲシであ

る。常在度の高い種にはツユクサ，アシボソなどがあげられる。冬季にはヤエムグラの生育が目だつ。

圏内のアキノノゲシーカナムグラ群集には 3つの亜群集がみられる。台地上の中生立地における林縁には

ヤブガラシ!If群集，半陰で流水辺にはツリフネソウTI!i:群集， 1島地の停滞水域にはアキノウナギツカ ミ!Iii:群集

がそれぞれ生育している。

1日 アシボソーキツネガヤ群落

Microstegium vimineum var.ρolystachyum-Bromusρauciflorus-Gesellschaft (Tab. 7〕

森林が開放域と接する境界にはマント税ー落がみられるが，さらにその前縁にはソデ群落と しての革本植物

群落が帯状に介在する。マント群落とソデ群落は自然植生としても存在するが，文化景観域ではおもに人為

的な影響によって維持される場合が多い。

圏内の路傍にはいくつかのソデ群落がみられる。森林によってやや半陰となる林縁部で不定期に採草や刈

取りが行なわれ，森林からは有機物の供給を受ける立地にはアシボソーキツネガヤ群落が生育している。群

落区分種は，キツネガヤ，アシボソ，メヤブマオ，クサイチゴ，へクソカズラなどである。局所的にキンミ

ズヒキ，セイヨウタンポポ，ノチドメ，チヂミザサが下位群溶の区分種となっている。群落構成種にはさ ら

にチカラシパ，コブナグサ，ヨモギ，イノコズチなど他の路傍雑草群落と共通する種群も多い。出現種類は

20～26種に達する。

17. キツネノマゴーハルジオン群落

Justicia procumbens var. leucantha-Erigeron philadelphicus-Gesellschaft〔Tab.7) 

建物わきの空地や日の当たる路傍，小工事によって生じた裸地などには媛性の一年生革本植物やほふく性

の多年生植物が混在して生育している。主としてキツネノ 7 ゴ，シロツメクサ，ハノレジオン，カタバミ ，コ

ブナグサなどがみられる。出現種類は 9～30種とはばがあり，種組成にやや均質性を欠くが，ノリレジオンが

優占し，キツネノマゴ，シロツメクサおよび常在度が低いがトウパナなどを区分種としてキツネノマゴーハ

ノレジオン群落としてまとめられた。

キツネノ 7 ゴーハノレジオン群落は，程度の踏圧と徐革管理によって維持されている。日射をより強く受け

る乾生立地にはメヒシバ下位:Ill落が生じ，半陰地ではカキドオシ下位群落となる。而下位群落をふくめ，チ
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ヂミザサ，ヤブガラシ， ドク ダミ ，ミツバ，ヨモギなどを標徴種として路傍雑草群落（ヨモギクラス〕に位

置づけられる。

18. イヌコウジューヤブタバコ群落

Mosla戸unctulata Caγpesium abrotanoides Gesellschaft (Tab. 7) 

森林に接する道路わきの半陰地にはヤフータバコが独特な枝を広げて生育している。果実は粘液をもち，他

のものに付着する性質があるため，よく人の通う路傍に群落を形成しやすい（Abb.5）。

圏内ではごく小面積ではあるが各所の道路にヤフeタパコ群落が生育している。群落内には他にイヌコウジ

ュ，ノリレジオン，カタバミ，ケチヂミザサ，ダイコンソウなどが見出されるが，出現種類は少なく 10種内外

である。群落区分種は群落名にあげた 2穏である。

ヤブタパコ属植物の大部分は路傍に生じ，路傍雑草群落の標徴種となり得るが，まだそれらの全体像は明

らかにされてはいない。

図 5. 路傍に生育するイヌコウジューヤプタバコ群落

Abb. 5. Langs des Pfades wachst die Saumgesellschaft (Moslaρunctulata Carpesium 

ab rot anoi des-Gesel lschaf t). 

19. ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

Crass o c e p ha 1 o -Ere c h t i t e tu m h i e r a c i f o 1 i a e Miyawaki 1967 (Tab. 8) 

常緑広葉樹林域の伐採跡地群落はベニバナボロギク ダンドボロギク群集で代表される。昭和41年におけ

る闘内の通路建設の際に，表層土が撹乱された場所に広く見られたが，現在林内の倒木地や林縁部にわずか

に生育するにすぎない。

今回アカマツ林内の倒木による小面積のベニバナボロギクーダンドボロギク群集の調査資料が得られた。
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群落内にはダンドボロギクとともにアカメガシワ，クサギなどの陽樹の芽生えがきわめて多く出現してい

る。

表 8. ベニバナボロキクーダンドボロギク群集

Tab. 8. Crassocephalo-Erechtitetum hicracifolia 

A,fn.· Nr.1,~ltifil;- ) 443 Dat,m d. A,fn. i調/t'l'-1111 29A,g.’的 Grope d. Probeflachel，調It出関） 4附

llohe ,. Deckong d. Vegetation （帆’t山
ュ ι・2 Kenmlcn 1/. AH Beglei/e, 

K，，，，.，，「H d. AH ir臨 I草世怖 Phellodendron ammnse キハダ

Erechtites hieracofolia 7ントポロキ 7 1.2 ldesia polycarpa l fキq

Solmm  lyrat,m ヒヨトリジョヴ f 1.2 Celtis sine『1Sism japonica エノ考

Macleaya coriata タγニグサ Gynostemma pentaphyllum アγ 千，• ., Jレ

l'hytolacca americana ヨウン ュヤマゴボウ 十 Aphamthe asper, ムタノ者

Callicarpa 1aponica ムラサキンキプ

H,·,I,•im 地 i下川 Fagara aila『，thoides カラスサンショウ

Mallotus Japooim ァrIt I It；， ‘1 3.4 Pinus densiflora 71rn 

Clerodendro『1trichotomum タサキ 3.3 Erigeron somatrensis すオアレ十ノキタ

Prunus grayana ワワ‘スサ7ラ 2.3 Commelina eommu『，is Yユ7サ

Mirrostegi,m '1mine,m Achvranthes fauriei イノコズチ

var polystachyom ,. ／ポノ 2.3 Carpesium abrotanoides ヤプ7パコ

20. カゼクサーオオバコ群集

1.2 

1.2 

1.1 

+・2 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

」L

＋ 

＋ 

＋ 

Eragrostio ferruginei-Plantaginetum  asiaticae 1、x.1977 (Tab. 9) 

人聞が絶えず往来する路上やグラウンド，または広場などに，多年生草木植物によって構成される植物群

落がみられる。これらは踏跡群落 Trittgesellschaft とよばれ，踏圧によって持続する代償植生の一つであ

る。踏あと群落は圏内の道路，とくに正門附近や事務所附近，武蔵野植物教材園，休憩場などに主にみられ

る。

カゼクサーオオバコ群集は，わが国における踏跡府：落では本州から九州まで最も広く分布する植生単位の

一つであり，比較的乾生立地にしばしばみられる。

圏内のカゼクサーオオバコ群集は昭和41年の時点ではニワホコリーカゼクサ群集として記載されている。

しかしその後の研究によりカゼクサを標徴種とし，上述の群集名が与えられている。

園内のカゼクサーオオバコ群集は，典型亜群集とノVレジオン亜群集に分けられる。後者は前者に対し，よ

り踏圧の影響の少ない植分に相当する。

21. オヒシパーアキメヒシパ群集

E I e u s i n i i n d i c a e -D i g i t a r i e t u m v i o I a s c e n t i s Okuda 1978 (Tab. 10〕

踏圧によって持続する路上群落は主と して多年生草木植物で構成されるが，踏圧がさらに激しい極端な立

地では多年生草本植物の生育が減退し，一年生家本植物を主とする群落となる。

オヒシパーアキメヒシバ群集は，多摩川の河川敷および、自然教育園内の植分によって記載された。オヒシ

パ，アキメヒシバが常在度高く 出現し，他にコメヒシバ，ニワホコリ ，コニシキソワ，スズメノカタピラな

どの一年生草木植物で構成されている。圏内では入園者の往来のはげしい園路に点在する。

22. カラスビシャクーニシキソウ群集

Pinellio ternatae-Euphorbi巴tu m pseudo ch am a es y c e s Miyawaki 1969 
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畑地の雑草はおもに多数の一年生革本植物によって構成されている。自然教育圏内では畑地雑草の生育す

る立地は食草園にきわめて小面積に見出されるにすぎない。食主主国では管理が一般の耕作地のように消耕さ

れないため，耕作地雑草の他に多くの路傍生草本構物が生育している。

耕作地雑草にはハキダメギク，ハコベ，カタパミ，エノコログサ，クワクサ，ナズナ，オオイヌノフグ

リ， ミミ ナグサ，エノキグサ， メヒシパ，スベリヒユ，シロザ、などがあげられる。一方共存する路傍雑草と

して常在度の高い種にはノリレジオン，イヌガラシ，スギナ，オヒシバ，スズメノカタビラ，コメヒ シパ，コ

ブナグサなどがあげられる。

圏内の耕地雑草はカラスビシャクーニシキソワ群集の標徴種は見出せないが，分布範囲や生育環境から同

群集と判定される。
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表 10. オヒシパーアキメヒシバ群集

Tab. 10. Eleusine indica-Digitaria vialascens-Ass. 
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Rorripa indica 

Solanum carolmense 
Kyllinga gracillima 

一ー1111/1¥JJLの 州 Auβerdem je einmal in Aufn. Nr. 
3 : Justicia procumbens var. leucantha キ ツネノマ ゴ 2・2, Centipeda minima 
トキ ンソ ウ ＋， in 4 : Oxalis corniculata カ タノ〈ミ 十． Digitaria adscendens 
j ヒシノぐ ＋． in 5 : Taraxacum officinale セイ ヨウタ ンボオ，・+.Sagina jaqonica 

ツメ クサ ＋‘ in 6 : Hydrocotyle sibthorpioides チドメグサ 十・2, Galinsoga 
cilia ta ノ、キ タミギク ＋．

1 6 : Aufnahmen von S.Okuda aus S.Okuda u. A.Miyawaki 1966: Tab 6. 

ミゾソパ群集

Po I y gone tum th u n berg ii Lohm. et Miyawaki 1962 (Tah.~ 11) 

ミゾソパ群集は富栄養化した河川の流水辺，排水港，休耕した湿田などに生育する好窒素性一年生革本植

物群落の一つである。群落の主要構成積はミゾソパで，秋季高さ 0.8m 内外の密生した群落を形成する。

圏内ではミゾソパ群集の生育地は比較的稀であり，さんし ょううお池より流れる水路わきの湿性地に小規

23. 
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模に生育する。

表 11. ミゾソパ群集

Tab. 11. Polygonetum thunbergii 

Aufn. -N r. (,u，司.fl'f時りー）: 425 Datum d. Aufn. ( ,J，司ft年月日 ）: 29. 0kt.’80 

Gro,Be d. Probeflache （，調査面積） : 2 m' 

Deckung d. Vegetation （全植被率） : 90°1, 

Hohe d. Vegetation （げドも：百）・50cm

Artenzahl ( ,'I¥JJl.H.数）: 6 

Kennαrt d. Ass. ・ 1n'!IH：＇：＇：徴州 Pilea mongolica アオミ ズ

Polygonum thunbergii ミゾソノ〈 5.5 Hedyotis lindleyana 

Begleiter: ｜抱｛半併 var. hirsuta ノ、シカ グサ

Oenanthe javanica セリ 1. 2 Phalaris arundinacea クサヨシ

Impatiens textori ツリフ不ソウ 1. 2 

24. ツリフネソウーアキノウナギツカミ群落

Impatiens textori Polygonum sieboldii-Gesellschaft (Tab. 12) 

表 12. ツリフネソウーアキノウナギツカミ群落

Tab. 12. Impatiens textori-Polygonum Sieboldii Gesellschaft 

Lfd. Nr. J凶し需り 2 3 4 5 
Aufn. Nr. : ，制作目ヰサ 429 431 432 428 430 
Datum d. Aufnahme . 1制作r!'.JI11 ’80 II II 

” 
II 

%; ~ 6 %; % う，；；
Groβe d. Probeflache ( 111') : 』制作1flih'[ 9 12 9 9 9 
Hohe d. Vegetation （《m) fi/('ti:°: 130 130 100 130 130 
Deckung d. Vegetation （。。） 全/iii.被，t＇.・ 100 100 90 100 100 
Artenzahl :1:,.JLH/1J. 9 10 11 13 13 

Trennarlen d. Gcscllschafll: r.下部｜メ分附

Polygonum sieboldii アキノ ウナギ 川 ミ15.5 4.4 2.2 4.4 3.3 
Impatiens textori ソリフネソウ 2.3 3.3 4.4 3.3 3.4 

Begleiter ・ J¥!ifl'Hl 

Arlen d. Rose Ira m11/t1J/o rar ノイバラ 7ラスの州

Puera rは lobala クズ 1.2 2.3 2.3 2.3 2.3 
Wisteria floribunda フジ 1. 2 ι・2 1.2 1.2 1.2 
Ampelopsis brevipedunculata /7’ドウ 1・2 1.2 1.2 
Paederia scandens var. mairei へ7ソカズラ 1.2 1.2 2.3 
Cocc，』lus orbiculatus カ ミエビ 2. 2 十・2
Vitis ficifolia var. lobala エビゾJレ 1. 2 

Arlen d. Phragmilclea ヨン 7ラスグlH(

Thelypleris palustris ヒメンダ 1.2 1.2 1.2 1.2 1 2 
Onoclea sensibilis var.川lerrupta コウヤワラビ 十 十 ＋ 

Phragmites austt al is ヨン ＋ ト 1. 2 
Aslilbe microphylla ナダケサ y ＋ 十・2

Lysimachia forlunei ヌマ｜ラノオ 十・2
Zizan,a latifolia 7 コモ ＋ 

Sons Lige ・ その！也の州

Houttuynia cordata ド7ダミ 1 . 2 2. 2 I. 2 
Humulus scandens カナムグラ 1.2 ＋・2
Viola verecunda ソポスミレ + ・2 1 2 

Equiselum arvense スギナ +・2 
Microstegium vimineum var. polystacl】yum アyポソ + ・2 

Cirsium lanakae ノハラアザ ミ ＋ 
Commelina communis yュ7サ 十

1. 2 

1.2 

十
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圏内の中央低地の保護区域内の湿地は，現在の時点で大部分ツリフネソウーアキノウナギツカ ミ群落でお

おわれている。群落は優占種のアキノウナギツカ ミ，ツリフネソウとクズが表層の大部分をしめ，地表面に

わずかにヒメシダ，ドクダミ ，コウヤワラビ，ツボスミレなどの湿生植物が散生して生育しているにすぎな

い。出現種類は 9～13種である。

ツリフネソウーアキノウナギツカ ミ群落はヌマトラノオーヨシ群落の退行植生と考えられる。

25. アゼガヤツリーカワラスガナ群集

Cy  p e re t u m g I ob o so -sang u in o I en t i Okuda 1978 (Tab. 13) 

河川や池沼の水ぎわ， または水回のあぜなど，盛夏高温の時期にのみ水面上にあらわれる地図には短期感

性草本植物群落が生育する。関東地方低地を中心に4つの群落単位が記録されている。

圏内の水生植物教材圏内を通る観察路は，季節によって水びたしになり ，冠水がくり返されるが，盛互に

は干上ってアゼガヤツリーカワラスガナ群集が生育する。 群落標徴；種は群集名の同種の他， コアゼガヤツ

リ， ミズニラ ，コケオ トギリなどである。アゼナは媛性革本植物群落（ヒデリコーアゼナ群団〉に共通して

表 13. アゼガヤツリーカワラスガナ群集

Tab. 13. Cyperetum globoso-sanguinolenti 

Lfd. Nr. ・ 

Aufn. Nr. ・ 

Datum d. Aufnahme . 

i凶し需＼J

s品jft 1ft ',J・ 

ぷlft q,. J J 11 

nE

f

n

hu

R

d

n
u

n

4

 

2

お

H

f

1

2

6

1

qu

／

w
i
o
o
－
 

－A

応

6

LA

6

2

5

1

j

l

！
 

：’ 

Gr oβe d. P,obeflache (m'). ',)/,Ji'f.1(1ih'r 

Hohe d. Vegetation (cm) : til'i.’L,:":i 

Deckung d. Vegetation （% ） ： 会＋il'i.11~ ，t

Artenzahl・ :I ¥JJL川数

Kenn 11. Trennortcn d. Ass.: ／（（＇日！t'i徴州J；上び16ぅj'f,fi

Kyllinga gracill1ma 

Hypericum laxum 

Cyperus sanguinolenlus 

Cyperus haspan 

Cyperus globosus 

Linde, nia p, ocumbens 

Isoetes japonica 

Begleiter: 

ヒメクグ

コケオ lキリ

カワラスガナ

コアゼガヤツリ

ア七プ／ヤツリ

アゼナ

ミズニラ

｜泊f"l'.l+

2.3 1.2 

＋ 十・2

2.3 

＋ 
内
屯

υ

an－－

一

司
令
U

内‘u

Bidens frondosa アメリ カセンダングサ I + 1.2 
,'I¥JJL ・l11J/Jf,n. Auβerden je einmal in Lfd. N r 

I PIAntagA asiaticaオオノ〈コ 2.2, Oigitaria violascensアキノヒンノ〈

I. 2, Arthraxon hispidusコブナクサI.2. Mosla diantheraヒメジソ

十・2, Hydrocotyle maritimaノチドメ ＋， Aneilema keisak イボ

クサ十．

2 : Scirpus wichuraeアブラガヤ I.2, Polygon um pubescensホン｜ク

タテ II, Juncus effusus var. decipiensイ十， Lapsana humilis 

ヤフ’タヒラコ ＋司 Epilobium py, r icholophumアカノ〈ナ 十．
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A 

B 

1. ヤブコウジースダジイ群集
Ardisio-Castanopsietum sieboldii 

2. アカマツークロマツ植林
Pinus densげlora-Pinusthunbergii-Forst 

3. イヌシデーコナラ群落
Carpinus tschonoskii-Quercus serrata-Gese-
llschaft 

3'. 向上， ヒサカキ下位群落
dieselbe, Eurya japonica Untereinheit 

4. ムクノキーエノキ群集

Aphanantho-Celtidetum 

5. ヤマノイモーコウゾ群落
Dioscorea japonica Broussontia kazinoki-
Gesel lschaft 

6. ヤブスゲーイボタ群落，クズ優占植分
Carex rochebrunii Ligustrum obtusifolium 
Gesellschaft Fazies von Pueraria lobata 

7. ベニバナボロギクーダンドボロギク群集
Crassocephalo Erechtitetum hieracifoliae 

8. 建造物，道路他
Gebiiude Wege u. a. 

図 6. 森林植生の変化 （奥悶 ・宮脇 1966も参照のこと〕

Abb. 6 Entwicklung der Waldgesellschaften im Naturpark filr Naturstudien. 

(Vergl. Okuda u. Miyawak1 1966) 
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メ
B 

1. チゴザ、サ アゼスグ群集
lsachno-Caricetum thunbergi i 

2. ヌマトラノオーヨシ群落
Lysimachia fortunei-Phragmites australis-
Gese l lschaft 

2＇.同上，サヤヌカグサ優占植分
Fazies von Leersia sayanuka 

3. ツリフネソウーアキノウナギツカミ群落
lmpaties textori-Polygonum sieboldii-
Gesellschaft 

4. アキノノゲシーカナムグラ群集
Lactuco indicae Humuletum scandentis 

5. ジャヤナギーアカメヤナギ群集

0 )0 20 30 40m 

Salicetum eriocarpo-chaenomeloidis 

6. ヤブスグーイボタ群落
Carex rochebrunii-L igustrum obtusifolium-
Gesellschaft 

6'. 向上，クズ優占植分
Fazies von Pueraria lobata 

7. ムクノキーエノキ群集
Aphanantho-Celtidetum 

8. ヤマノイモーコウゾ群落
Dioscorea jaρonica-Broussonetia Kazinoki 
Gesellschaft 

9. 開放水域 OffenesWasser 

図 7. 湿原植生の変化 （奥田 ・宮脇 1966も参照のこと〉

出現する。

Abb. 7. Veranderung des Sumpfgesellschaften im Naturpark fiir Naturstudien 

(Vergl. Abb. 6. auch Okuda u. M1yawaki 1966) 

群集生育地は停滞水域の植生であるチゴザサーアゼスゲ、群集に接した裸地にみられる。

26. トキンソウーウ リクサ群集

Cent i p e d o Van d e I I i e tu m c r u st ace a e Okuda 1978 

河川の水際や水聞の畦などの湿った裸地には，夏季わい性の一年生革本植物が生育する。トキンソウーウ

リクサ群集は，この植物群落の中ではもっとも乾生な立地に生育する。

圏内の道路ぞいや建造物のわきなどの裸地で，盛夏， 一定の湿った状態にある立地にはトキンソウ ウリ

クサ群集が発達する。群落はトキンソウ，ウリクサ，アワゴケなど小形の植物よりなり，植生高は 10cmに

満たない。

トキンソウーウリクサ群集は埼玉県富士見市および自然教育園の植分をもとに記録された（奥悶，1978）。
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群部構成種は大落分一年生革本植物であるため，群落の立地は比較的不安定である。

2. 自然教育園の植生の最近15年間における変化

自然教育園の一部を通過する高速道路工事にともなって1963～1965年に総合的な生物群集調査が行なわれ

てから本年でおよそ15年を経過している。その後圏内の植生は森林植生，湿原植生ともに様々な変化がみら

れる。

1〕 森林植生

自然教育園の大部分をしめる森林植生は最近15年間は外観的には大きな変化はみられない。しかし，林内

の構成種群の量的変化がみられ，構造的にも変化している。

ヤプコワジースダジイ群集は高木屑のスダジイやアカガシは老木のためと都市化による生育環涜の悪化に

よって樹勢が徐々に減退し，異常落葉現象がみられる（矢野，1979）。またところによって台風により倒壊し

た個体もある。スダジイ巨木群の動態についてはすでに報告されているが（奥悶，1972；片岡 ・沼田，1975),

現存個体数は徐々に少なくなっている。倒嬢した部分は局地的に日光の透入によって陽樹が侵入し，ヤマノ

イモーコウゾ群落のマント群落となっている。

土塁は凸状地形であるため平地面よりも乾性な立地となっており，アオキ，シュロなどの繁茂はそれほど

いちじるしくはない。アカマツークロマツ植林は高木屑のアカマツが急速に枯死が闘立っていたが，現在は

樹勢に変化はみられない。クロマツは健全な個体が多い。林床は常緑広葉樹のアオキ，ヒサカキ，タブ．ネ

ズミモチなどの生長が目立ち，低木屑の高さが上昇している植分が多い。高木屑へのツタの繁茂は現在でも

みられる。草木用の植被は日！照の不足のため徐々に低下している。

林床植生のはげしい変化はイ ヌシデ コナラ群落とムクノキーエノキ群集にみられる。すでに萩原（1977,

1979）に報告されるように，隣接地で栽培された個体から逸出したと考えられるシュロが異常な繁殖を示し

ている。アオキは全域に，シュロはムクノキーエノキ群集域にいちじるしい。しかし，外観上の変化に比し，

種組成からみて質的な変化は少ないものと考えられる。植生図の比較から群落城の変化はわずかにみられる

にすぎない（Abb.6）。

ジャヤナギ アカメヤナギ群集は徐々に湿原内に生育域を広げており， 一部は中央闇路付近に飛石状に群

落域が拡がっている。ほぼ同じ植分における1963年と1980年の植生の変化は Tab.3に示されている。これ

によればサヤヌカグサ，カナムグラなどの向陽生の革本植物が消え，ムクノキ，ムクロジなどの夏緑広葉樹

やアオキ，キヅタなどの常緑植物の侵入がみられ，徐々に遷移が進行していることがわかる。

台地上の林縁植生のヤマノイモ コウゾ群落域は森林の発達によってせばめられているが，湿原周辺のヤ

ブスゲーイボタ群落域はわずかながら拡大している。

2) 湿原植生

森林植生は全般的に進行遷移がみられるのに反し，湿原値生は量的にも質的にも急激な変化がみられる。

園の中央の南西から東北に伸びる湿地帯の中で，水生植物教材園付近の植物群落は，池底の泥土の湖上げや

流路の変更などの管理によって大幅に変化がみられ，とくにカサスゲ群集域の拡大が目立っている。保護区

域の湿原はかつてヌマトラノオーヨシ群落にまとめられる湿原でしめられ，湿原植物の豊富な場所であった

が，現在その大部分はツリフネソウ アキノワナギツカミ群落域に退行している。周辺よりジャヤナギやク

ズの侵入が目立ち，アキノ ノゲシーカナムグラ群集域も増加，拡大している。この原因としては湿原の富栄養

化と立地の乾燥化が考えられ，加えて周辺域からのつる植物の侵入もその要因のーっとなっている（Abb.7）。
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表 14. 自然教育園の植生と最近15年間の変化

群
落

群 落 名番
号

1 ヤプコウジ スFジイ俳!JS

2 ンラカシ群集

森｜

林I2 a 
アカ ？＇／－ jロマyM休

h自I3 I イヌシデーコナラ俳,'ii,

判 4 ｜ムクノキーエノキ俳準

5 1ジャヤナギーアカメヤナギ昨日i

6 I…一五

7 ヤブスゲーイポ7r.tiA 

8 アズマネザサ ススキ群集

''i'- 9 力十ピ号、／ウ γパCU：品

If,¥ 10 カサスゲCf.集

11 千ゴザサ アゼスゲP.lリ！
M 

12 1マトラノ オ ヨyr.t部

ド 13 ウキヤずラーマコモP,tl払

14 セ＇I 7 サヨン M~S

15 アキノノゲン カナムグラ昨!JS

16 アンポソ キソネずヤr.t!A

17 キツネノマコ ハルジオ：；Cf／：品

機I1s イZコウジュ ヤブ7パコCr:'A

19 ベニパナポロギ7 7ノドポロギ jctt 
引I20 力，，7サ 寸オパコCl1生

21 オヒンパ アキメヒンパCf.!JS 

昨I22 カラスピンャ7ーニンキソウ：i県

J品｜23 ＇・！ソパ群集

24 yリ7ネソウーアキノウナギツカ，r.r ~s 

25 Iアゼずヤツリーカワラスガナ昨！県

26 Iトキ／ノウーウ If？サ群!JS

ク
ース ＊群落｜
フ 表番号

最；5:15年間の変化

｜ヤプソパキ 7ラス I FI. F2. F3 I 1－＇／ ジイの県・，：1,・部集や昆虫の尭’七によリ老木の位以

7十7ラフ、

オノエヤナ寺7ラス

ノイハラ 7ラス

ヲ、？、民守＝？？、

ヨン7ラス

ヨモギ7ラス

オオパコ 7ラス

ンロザ7ラス

7ウコギ7ラス

アゼナM同

Tab 

F-1 

F5. FG町 F7

F8. F9 

Sl!. Tab. 

M2b. MS 

MG, M7. S12 

Dl 

Tab 

S4 

S5 

S7～s;J 

S7刀 ＇＇.f,

Tab 

MI. M2a. S13 

Tab. 

WI. W2. T,b 

Tab 

T:b 

Tl. T2. Tc~. 

Tl 6の昂Tab.

Al 

Tab 

Tab 

Tab 

I宣は徐々 に低下しているヨ台風による例tが起リマ

ノトr.f.i品が侵へしているう休！よ!ti[’lにJにう主変化：i

与りれない得

,::i 1,1r1のンラウン町生fr状態は良好で休床Wi’tにL

と〈に変化iiAられない内

アカマツのIii化は吋ト｝Jc、ちじるしかったが現frl11JiM

しつつある。Ilk1，、MのI白紙Ml却の繁茂がlI Jつo

IJHJ，刊のR,Hト)Iとくにアオキの'LIとがいちじるしい

全般的：－H.lii1k円を化：i世ない3

i:"Hli'i l』viしている 林J.J<にンエロ伺’，，flが：iげ

L L、

r.r ：，：キ域がi~l(i. l句に拡kしてい る 。 休床 に’／1, 緑柄物が

uへしている。

M生成Ii減＇./lしている。

llf i，＼域／j出版｜刊にわずかに侵入している。

I見／1:みられな L、

Jt,i長ff1"，村IIに小l自1h＇！で現存する，

,1(’l 刷物ltd./1•1 に l{,';hl(分がJii：がってい る 内

i'J.’：1¥'.,,ijjiにf創刊にわずかに伐存している

HIS域Jよ凶端に減也、している。

イ、’I.Iii物f,11［.［に境存している内

ざん しょ・ii ／；池円主流：ご く’卜rftiWで，目II' 

l~.1J;(1刊に f.riA肢がJf: 1111 している内

n；：に－：i¥-ikに’Uiしている。

””  
””  

ご〈怖に「T-/1:,

CHA域は陥，，仕にそって11Eんぜ変化：Jない

/I 11 

食1;,:i,1にこ〈怖，

i.11.地にご〈怖に伎作。

ヌマトラノ才一ヨ ンUiAJ！に佼へ L.Cr/A域がJtj:./(

している。

現存はしていない。

奥1!11978Tab5bl 11 11 

アル7アベ yト内記号：ょ輿Ill・山脇1966のCf.,五分矧排号にN応。
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さんしょううお池への支流の植生は15年間におけるはげしい変化はみられない。

3) 草原植生および雑草群落

人為的影響下に存続する草原や雑草群落などの植生は，自然教育圏内では現在とくに重要な役割を果して

はいない。道路建設工事に伴なう植生の混乱はすでに当時の報告にも明らかにされ，その範囲は植生図にも

示されている。圏内の北西部の広い部分を一時的にしめていた伐採地植物群落のベニバナボロギク ダンド

ボロギク群集域は現在イヌシデ コナラ群落に復元している。また今回提示された当時の先駆植物群落も現

在は10m内外の陽生低木林となっている。

広場のカナビキソウ シパ群落，園路わきのソデ群落，路上のカゼクサーオオバコ群集などは，現在なお

持続生育している。

以上にのべられた各植生域の変化はまとめて Tab.14表に示されている。

まとめ

昭和54～55年（1979～80〕，自然教育圏内において，過去15年間の植生の変化発達を調べるために植物社

会学的な立場から調査が行なわれた。

昭和39～40年高速道路建設に伴なう生物群集の総合調査，およびその後逐次行なわれた植生調査資料と今

回の調査資料を比較検討し， 25の植物群落が明らかになった。それらの体系上の位置は以下の通りである。

ヤブツパキクラス 宮脇 ・大場1963

ヤブツバキオーダー 小田 ・須股1952

ヤブコウジースダジイ群団宮脇他1971

1. ヤフaコウジースダジイ群集鈴木時1952

2. シラカシ群集宮脇 ・大場1963

ブナク ラス 宮脇 ・大場 ・村瀬1964

コナラーミズナラオーダ一 宮脇他1971

イヌシデコナラ群団宮脇他1971

3. イヌシデ コナラ群落

エノキムクノキ群団奥田1978

4. ムクノキエノキ群集大野1979

オノエヤナギクラス 大場1973

コモチマンネングサータチヤナギオーダー 奥

田1978

タチヤナギ群団奥田1978

5. ジャヤナギーアカメヤナギ群集奥田1978

ノイパラクラス 大場 ・宮脇 ・Tx.1973 

トコロ クズオーダ一 大場1973

6. ヤマノイモ コウゾ群落

7. ヤブスゲイボタ群落

ススキクラス 宮脇・大場1970

ススキオーダ一 宮脇 ・大場1970

ススキ群団鈴木時 ・阿部1959

8. アズマネザサ ススキ群集宮脇1971

シパ群団

9. カナピキソウーシパ群落

ヨシクラス Tx. et Prsg. 1942 

大形スゲオーダー Pign.1953 

ホソパノヨツパムグラ一大形スゲ群団 宮脇

．藤原1970

10.カサスゲ群集宮脇 ・奥田1972

11.チゴザサ アゼスゲ群集宮脇 ・奥田19

72 

12. ヌマトラノオ ヨシ群落

ヨシオーダ－ Tx. が Prsg.1942 

ヨシ群団 W. Koch 1926 

13. ウキヤガラーマコモ群集宮脇 ・奥田1972

セリークサヨシ群団宮脇 ・奥田1972

14.セリークサヨシ群集宮脇 ・奥田1972

ヨモギクラス 宮脇 ・奥田1970

ヨモギオーダ一 宮脇 ・奥田1970

カナムグラ ヤブガラシ群団奥田1978

15. アキノノゲシ カナムグラ群集奥田1978

16. アシボソーキツネガヤ群落
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チカラシパ ヨモギ群団奥田1978 I 22.カラスビシャクーニシキソワ群集

17.キツネノマゴ ハノレジオン群落 ｜ 宮脇1969

18.イヌコウジューヤブタバコ群落 ｜タウコギクラス Tx. Lohm. et Prsg. 1950 

伐採地革本植物群落 ｜ タワコギオーダー Br-Blet. Tx. 1943 

19.ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

宮脇1967

オオパコクラス Tx. et Prsg. 1950 

オオパコオーダ一 宮脇1964

ミチヤナギ群団宮脇，，1964

20.カゼクサ オオバコ群集 Tx.1977

21.オヒシパーアキメヒシパ群集奥田1978

シロザクラス Br-Bl 1951 

ツユクサオーダ一 宮脇1969

カヤツリグサ ザ、クロソウ群団宮脇1969

オオクサキピーアメリカセンダングサ群団

宮脇 ・奥田1972

23. ミゾソパ群集 Lohm・宮脇1962

24.ツリフネソウーアキノウナギツカ ミ群落

短期一年生草本植物群落

アゼナ群団宮脇 ・奥田1972

25. アゼカヤツリーカワラスガナ群集

奥田1978

26. トキンソク クリクサ群集奥田1978

森林植生は全般的に遷移が進み安定した状態を示している。ヤブコウジ スダジイ群集域は高木の倒壊に

よる林内の混乱がみられる。イヌシデ コナラ群落およびムクノキ エノキ群集では常緑広葉樹の生長が目

立ち，とくにアオキの個体数が増加している。ムクノキーエノキ群集域では密生するシュロによって種組成

が貧化している。湿生林のジャヤナギーアカメヤナギ群集は徐々に生育域を広げている。

一方湿原植生は大きな変化がみられる。湿原の大部分をおおっていたヌマトラノオーヨシ群落は，周辺域

からのつる植物の侵入の結果，ツリフネソワーアキノウナギツカミ群落やアキノノゲシ カナムグラ群集に

おきかわっている。その原因として湿原の乾燥化と過窒素化が考えられる。
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Zusammenfassung 

In den Jahren 1979 und 1980 haben wir eine pflanzensoziologische Gelandearbeit im Naturpark 

fur Naturstudien in Tokyo, um die Veranderung seiner Vegetation in den letzten 15 Jahren zu ver-

gleichen, durchgefiihrt. 

Die folgenden 25 Vegetationseinheiten sind aus den Vegetationsaufnahmen und dem Vergleich 

des Materials der benachbarten Gebiete zusammengestellt: 

C a m e I I i e t e a j a p o n i c a e Miyawaki et Ohba 1963 

Ca me 11 i et a I i a j a po n i ca e Oda et Sumata 1966 

Ard i s i o Castano p s ion Miyawaki et al. 1971 

1. Ardis i o -Castano psi et um  s i e b o Id ii Suz.-Tok. 1952 

2. Q u e r c e t u m m y r s i n a e f o I i a e Miyawaki et Ohba 1965 

Fag e tea c re n at a e Miyawaki, Ohba et Murase 1964 

Q u e r c e t a I i a s e r r a t o g r o s s e s e r r a t a e Miyawaki et al. 1971 

Carpino-Q u巴 rc i on s errata e Miyawaki et al. 1971 

3. Carpinus tschonoskii-Quercus serrata-Gesellschaft 

C e I t i o -A p h a n a n t h i o n Okuda 1978 

4. A p h a n a n t h o -C e I t i d e t u m Ohno 1979 

S a I i c e t e a s a c h a I i n e n s i s Ohba 1973 

Se d o -Sa I i c et a I i a sub f rag i I i s Okuda 1978 

S a I i c i o n s u b f r a g i I i s Okuda 1978 

5. S a I i c e t u m e r i o c a r p o c h a e n o m e I o i d i s Okuda 1978 

Rosete a mu  I ti f I o r a e Ohba, Miyawaki et Tx. 1973 

D i o s c o r e o -P u e r a r i e t a I i a I o b a t a e Ohba 1973 

Unbekanntes Verband 

6. Dioscorea jaρonica-Broussonetia kazinoki-Gesellschaft 

7. Carex rochebrunii-Ligustrum japonicum-Gesellschaft 

M i s c a n t h e t e a s i n e n s i s Miyawaki et Ohba 1970 

M i s c a n t h e t a I i a s i n e n s i s Miyawaki et Ohba 1970 

M i scant h i on s i n ens i s Suz. Tok. et Abe 1959 ex Suganuma 1970 

8. A r u n d i n a r i o c h i n o -M i s c a n t h e t u m s i n e n s i s Miyawaki 1971 

Car ice ta I i a n er vat a e Suganuma 1966 

Z o y s ion i a po n i ca e Suz.-Tok. et Abe 1959 ex Suganuma 1970 
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9. Thesium chinense Zoysia jaρonica-Gesellschaft 

P h r a g m i t e t e a Tx. et Prsg. 1942 

Magno ca r i c et a I i a Pign. 1953 

Ga I i o b rev i p e d u n cu I at o Mag n o car i c ion Miyawaki et K. Fujiwara 1970 

10. Car i c e tum d i spa I at a e Miyawaki et Okuda 1972 

11. I s a ch n o Car i c e tu m t h u n be r g i i Miyawaki et Okuda 1972 

12. Lysimachia fortunei P hragmites australis-Gesellschaft 

P h r a g m i t e t a I i a Tx. et Prsg. 1942 

Phragmition 羽r.Koch. 1926 

13. S c i r p o f I u v i a t i I i s z i z a n i e t u m I a t i f o I i a e Miyawaki et 

Okuda 1972 

0 e n a n t h o j a v a n i c a e P h a I a r i d i o n a r u n d i n a c e a e Miyawaki et 

Okuda 1972 

14. 0 e n a n t h o -P h a I a r i d e t u m a r u n d i n a c e a e Miyawaki et Okuda 

1972 

A r t e m i s i e t e a p r i n c i p i s Miyawaki et Okuda 1970 

A r t e m i s i e t a I i a p r i n c i p i s Miyawaki et Okuda 1970 

H u m u I o -C a y r a t i o n Okuda 1978 

15. L a c t u c o i n d i c a e -H u m u I e t u m s c a n d e n t i s Okuda 1979 

16. Microstegium vimineum var.戸olystachyum-Bromusρauciflorus-Gesellschaft 

P e n n i s e t o -A r t e m i s i o n p r i n c i p i s Okuda 1978 

17. Justiciaρrocumbens var. leucantha-Erigeronρhiladelphicus Gesellschaft 

18. Moslaρunctulata Caψesium abrotanoides Gesellschaft 

Sehl aggesel lschaften 

19. C r a s s o c e p h a I o -E r e c h t i t e t u m h i e r a c i f o I i a e Miyawaki 1967 

P I a n t a g i n e t e a m a i o r i s Tx. et Prsg. 1950 

P I ant a g i net a I i a as i at i ca e Miyawaki 1964 

Po I y go n i on av i cu I a r i s Miyawaki 1964 

20. E r a g r o s t i o f e r r u g i n e i P I a n t a g i n e t u m a s i a t i c a e Tx. 

1977 

21. EI e us i n i -D i g i tar i e tu m v i o I as c en t i s Okuda 1978 

C h e n o p o d i e t e a Br.-Bl. 1951 

Comm e I in et a I i a comm uni s Miyawaki 1969 

Cy per o M o  11 u g in i on st r i ct a e Miyawaki 1969 

22. P i n e I I i o t e r n a t a e -E u p h o r b i e t u m p s e u d o c h a m a e s y c e s 

Miyawaki 1969 

B i d e n t e t e a t r i p a r t i t a e Tx. Lohm. et Prsg. 1950 

B i d en t et a I i a tr i p art it a e Br.-Bl. et Tx. 1943 

P a n i c o B i d e n t i o n f r o n d o s a e Miyawaki et Okuda 1972 

23. Po I y gone tum th u n berg ii Lohm. et Miyawaki 1962 
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24. Impatiens textori-Polygonum siebo/dii-Gesellschaft 

Zwergbinsenesellschaften 

Linder n ion pro cum bent is Miyawaki et Okuda 1972 

25. Cy p e re tu m g I ob o s i -s an g u i no I e n tu s Okuda 1978 

26. Cent i p e d o -Van d e 11 i et u m c r u st ace a e Okuda 1978 

- 27ー

Die Waldvegetation im Naturpark ist allgemein stabil und entwickelt sich allmahlich gemaB 

ihrer Sukzessionsserie. Aber in der Bodenschicht des immergriinen Laubwaldes (A r d i s i o -

Ca s tan ops i et u m s i e b o I d i i), infolge des Urns汗irzenseiniger alter Castanopsis Baume 

ist <las Gleichgewicht des Bestandes verloren gegangen. 

Die Anzahl der immergriinen Straucher und ihres Bedeckungsgrades im sommergriinen Laub-

wald ( Quercus Carρinus Wald〕istauffallig geworden. In die Bodenschicht des Laubwaldes auf dem 

feuchten Standorte (A p ha nan tho Ce It id et um) ist Trachycarpus fortunei (Palmae) 

eingeschleppt und nach seiner Ausbreitung sind die Krautarten sparlich geworden. Weiden Wald 

(Sa I ice tum er i o carp o -ch a e no me I o i d i s) mit seiner Lebensgemeinschaft hat sich 

am Sump£ ausgedehnt. 

Eine einstige R凸hrichtG巴sellschaft (Lysimachia f ortunei-Phragmites australis-Gesellschaft) 

am Sump£ ist infolge der Anhaufung des Schlammbodens und der Eutrophisierung und infolge 

der Ausdehnung der Lianen aus den benachbarten Hangen in eine an annuelen Krautern reiche 

Gesellschaft (Imρaliens textori-Polygonum sieboldii-Gesellschaft〕ganzverwandelt worden. 
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Jj f立

傾 斜

調 査耐楠

高木第1園町商き

高木第1刷剛被車

両木第2層的向き

高木第2lif柿彼車

低木層円高き

低木曜町楠被碍i

I革本層町商き

革本層植植本

出現帽数

群集揮憤種 区分同

ムクノ キ

Hone h’b. Meer (m): 
Exposition: 
Neエgung( ): 
Gro.Be d. Probeflache (m ) : 
Hone d. Baumschicht -1: 
Deckung d. Baumschicht・1:
Hone d. Baumschicht -2: 
Deckung d. Baumschicht -2: 
Hone d. Strauchschicht: 
Deckung d. Strauchschicht: 
Hone d. Krautschicht: 
Deckung d. Krautschicht: 
Artenzahl: 
Kennarten d. Ass. u. Verbandes: 

Apha間的heaspera 

Cornus controversa ミズキ

エノキ

ウパユリ

ヤマグワ

亜群集区分崎

ヤプソパキ

ヤプデマリ

イロ，、モミ，

カマアカ

トコロ

ヤマノ イモ

Celtis sine田 isvar. japonica 

Lilium cordatum 
Marus bombycis 

Trennarten d. Subasc.: 
Camel工iajaponica 

Viburnum plicatum var. tomentosum 
Acer palr阻 tum
Pourthiaea ザillosavar.工aevis
Dioscorea tokoro 
Dioscorea japonica 

ヤプ、ョウガ

ニワ トコ

ヤプニム〆ジ，

ムラサキケマ〆

ハイ毛

ノイ，、ラ

オオパイ ボタ

フキ

ウラ yマソウ

ヒメグルミ

ヒガノパサト

コブ y

ユ y キギ

ノカ〆 ‘／ウ

トポンガラ

ζ ゾイチゴ.，ナギ

ミズヒ キ

ムラサキ y ~－ア

イヌ 令Yクラ

イヌ γゲ

yケンダ

i組単位向棉徹楠

ホウチャク ソウ

ウワミズザクラ

マユ 、

エゴノキ

サンy ョウ

ガマ ズミ

コナラ

ノイパラク ラスの睡

アケヒ

スイ カズラ

アマチャプル

イボタ

クサイチゴ

ヤプ.，パキタラスの同

アオキ

ンュ ロ

ヤプラ〆

ジャノヒゲ

キアタ

Pollia japonica 
Sambucus sieboldェana
Osmorhiza aristata 
Corydalis incisa 
Fr1t1llaria v‘，rticillata var. thunberg1i 
Rosa mullifユora
Ligustrum ovalifolium 
Petasites Japonicus 
Arェsaemaurashima 
Juglans 'ailanthifolia v訂 . cordiformis 
Lycoris radiata 
Maιnolia kobus 

Euonymus alatus 
Hemerocal工isfulva var.工ongituba
Festuca parvigluma 
Poa sphondylodes 
Polygonum filiforme 
Callicarpa Japonica 
Prunus buergeriana 
工lexcrenata 
Athyrエum japonicum 

Kennarten d. honeren Einheiten: 
Disporum sessile 
Prunus grayana 
Euonymus siebold:j.anus 
Styrax japonica 
Zanthoxylum piperitum 
Viburnum dilatatum 
Quercus serrata 

Arten d. Rosetea multiflorae: 
Akebエaquinata 

LonェceraJaponica 
Gynostemma pentaphyllum 
Ligustrum obtusifolium 
Rubus hirsutus 

Arten d. Camellietea .iaponicae 
Aucuba japonica 

Trachycarpus fortunei 
Liriope platyphylla 
Ophiopogon Japonicus 
Hedera rh。mbea
Kadsura japonica 
Neolitsea sericea 

1・21・2

＋ 

ピ＋ ンカズラ

rロダモ

チャノ キ

ネズ、モチ

タプ

そ円他的暢

アズマネザサ

Thea sinensis 
Ligustrum japanエcum
Persea thunbergii 

主主斗巴L
Pleioblastus chino 

Athyrium niponicum イヌ ワラビ

出現1凶的障 Au.Berdemιe eirunal in Aufn. Nr. in 1: Parthenocissus Lricuspidata ・, タ B・2・1・2,K-+,Cryptomeria 
japouica 吋 S-+, Clerodendron trichotomum 夕刊 S-( +), Ardisia er ispa カラタチハナ K→ ， Cleyera Japonica 
特カキ S-+,Sasa vei tchii クマザサ S－＋・2,Euonymus alatus var. apterus コマユ こ S-+. in 2: Trichosanthes 
cucumeroides ヵラえウリ S”＋・2,K＋・2,Urtica thumbergiana イラクザ K－＋・2,Zingiber mioga ζ ヨウガ Kー＋・2,Meehania 
urticifolia ラyヲウ..Jカズラ Kー＋・2,Opiopogon ohwii ナガハジャノピゲ K・2・2,Calanthe discolor エピキ K-+, 
Trachycarpus waguerianus トウジュロ Kー＋． in 3: Pachysandra termエnalis 7ソキ ノウ K- 4 •4, Coniogr副首meJaponica 
イワガネノウ K-1・2,Polygon山 lcuspidatum イタ F,, kー＋． in斗： Galiumkikumugura キクムグラ K-1・2,Pinus densiflora 
7 ""' ・, B-1-+, Anemone fl出 cidaニ ，， げウK-1・2,Galium spurium f. strigosum ヤエムグラ K-+, Sceptridium japon1cum 

方オハナワラビ K-+, Carex lenLe< ナキリスゲ K-+. in 5: Cephalotaxus harringtoma イヌガヤ S-1・1,Aster ageratoides 
var. harae f.工eucantha ンロヨメナ Kー＋・2,Vェolake1skeェf. okuboi ケマルパスミレ K”＋・2,Polygonum falcatumナルコユ，，

K－＋・2,Achyranthes Japonica ヒカゲ4ノコズチ K→ ， Cェrsi山nnエpponicumvar. incomptum タイアザミ K-+, Quercus 
myrsエnaefolia rラカ y Sー＋， Lonicera gracilipes var. glabra ウグイスカグラ 5・＋， Cinnamomum japonicum ヤプニ ヴケイ

S-+, Berber1s thunbergii 〆 キ S-+, Sanicula chェnensis ウマノミド、 K・＋， Smェlaxchina 什ルト リイバラ K・－＋， Ajuga 
decumbens キラ〆ゾヴ Kー＋， Staphylea bumalda iγパウアギ Kー＋， Ampelopsis brevipedunculata ノブドウ K-+, Oplismenus 
undulatifo工ュus ヶチヂ Eザサ Kー＋， Vェolagrypoceras タチソポス ζ レ K-+, Thelypteris viridifrons ミドリヒメワラピ K-+. 

オー2: Subass von Camellia japonicaヤヴアパキ 3・5:Subass von Pollia japonica 



Ubersichtstabelle der Mantelgesellschaften: 

Carex rochebrunii -L工gustrum obtusifol, um -Gesel :≪cha ft 
Untereinheェtvon Onoclea sens1b工lis
Untereinheit von Oenanthe Ja℃anica 
Typische Untereinhe1t 

Dioscorea japonica -Eroussonetia k弓zi1°oki-Gesヒllschaft
Typische Untereinheit 
Untereinheit van Miscanthus s工nensis
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僻泊五 l孟分番号

調作区世

子 MJ /1¥ 縦陣監

群市区分H,

イボタ

ヤプスゲ

ヤチサナダゴケ

イノコス・＋

ソポスミレ

キヅネガヤ

アオミス

下位酔部l正分楠

コウヤワラビ

ヒメ〆ダ

ノハラアザュ

セリ

ミソパ

ク令ナ ヨン

エナシヒゴク仲

ンケ νダ

ヤプヘビイチゴ

昨部区分同

ヤマノイモ

コウ／

クサイチゴ

ナソプタ

下位酔前五区分極

ススキ

ヨモギ

ノイバラクラス町髄

チヂ iザサ

カラスウ，，

ヤブマメ

へクゾカズラ

トコロ

トボンガラ

アマ4トャアル

ノイパラ

ヌルデ

スイカズラ

アケピ

クズ

カ Eエピ

同伴楠

アオキ

アズマネザサ

ヤプガラン

スギナ

カ十ムグラ

ヤマグゥ

ホウチャクソウ

イヌワラビ

キクムグラ

ダイコンソウ

マユ E

エノキ

ジャノヒゲ

ζ ズキ

ゾユクサ

、ズヒ キ

タイアザミ

ノカ／／ウ

キfタ

イロ，、モミジ

ノダケ

ンュロ

ヤプラ〆

ドクダミ

アカネ

クサギ

Nr. d. Gesellschaftseェnheェten:
Zahl d. Aufnahmen: 
Mittl. Artenzahl: 
Trennarten d. Gesellschaft: 

Ligustrum obtusifolium 
Carex rochebr百nii
Plagiothec1um turgescens 
Achyranthes japonica 
Viola verecunda 
Festuca pauc工florus
Pilea mongolica 

Trennarten占.Untereinheiten: 
Onoclea sensェbilis
Thelypter工Spalustris 
Cirsium tanakae 
Oenanthe Javanica 
Cryptotaenia japonica 
Phalaris ar可ndinacea
Carex aphanolepis 
Athyrエumjaponicum 
Duchesnea chrysantha 

Trennarten d. Gesellschaft: 
Dioscorea japonica 
Broussonetia kazinok工
島ubushirsutus 
Parthenocissus tricusp1data 

Trennarten d. Un七ereinheェt:
Miscanthus siner.sis 
Art e明tisiaprinc eps 

Arten d. Rnsetρg mult1florae: 
Op工ismcrn.:cundulatifoliu:c 
Trichosa.r,thes cucumeroェdes
A::iphicarpaca trisperma 
P,iederエas乙andensvar. mairci 
Dioscor℃a tokor。
Festuca pa.rvigluma 
Gynoste呪1mapentaphylll.illl 
Ros:,, multェflora
Rhus Javanica 
Lonェcerajaponica 
Akebia quinata 
Pueraria lobata 
Cocculus orbiculatus 

主己己主主L
Aucuba japoηica 
Ple1oblastus chino 
Cayratia japo孔.ica
Equise土umarvens€ 
Humuユusscandens 
Morus bombycis 
Disporum sessile 
Athyrium aェponicum
Galium k1kum1Jgura 
Geum japonicum 
Euorrym,.1s s-ieboldia町us
Celtis s1nensis var. Japan1ca 
Ophiopogon japonicus 
Cornus controversa 
Commelina commun1s 
Polygo白川m filiforme 
Cirsium nェpponicumvar. in。。mpt山n
H町nerocal工isfulva var. longituba 
Hedera rhombe唱え
Acer palmatum 
Angelica decurs1 va 
Trachycarp旧Sfortunei 
Liriope platyphy工la
Houttuyn工acordata 
Rubia akane 
Clerodendron trichotomum 

u.a. 

マ〆ト酔務総frio・イll主お

1・3: ヤプスゲ イボタ昨治

1 コウ守ワラビ卜！，i:C下部

2 セ ，， トLiff'.，ゐ

3終引卜f,Z群iii

斗－6: ヤマノイモー コウ ft宇都

4-5 興引ト1ザ €1'部
6 zスキ H,i'fH/i

Tab. 4. 
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調命的1 崎

高木都＼！層円高き

向本抗1府柏被呼

高木提l2桝町商さ

内木都2l!i納被z’，
低水！併の向さ

低水輔帆被ι9
,,,4メ耐の向き

1山本iii！，＇（後身

/1¥>J!！＋.監

酔m悼由同

ジャヤナギ

随伴同

ヤマグワ

エノキ

ヒ〆グルミ

マユ、

イボタ

ノイ，、ラ

アyポノ

ミ／ソ，、

チヂザサ

カラスウリ

アマチャ プル

ダイコ〆ソウ

ゾポスミレ

ソリヲネソウ

ヒカゲイノコズチ

クサヨン

キクムグラ

ヤブラ〆

タイ アザミ

ヤプえゲ

Yユクサ

ノグケ

エ十 yヒゴクザ

番

番

｝年

L
A靴

作

泊

調

調

GroBe d. Probeflache (m 2!: 
Hone d. Baumschェcht・1(m): 
Dech-ur,g d. Baumschicht -1 （拓）：

llohe d. Baumschicht --2 (m): 
Deckune a. Baumschicht -2 (%): 
Hone d. Strauchschェcht(m): 
Deckung d. StrauchGchicht (%): 
Reihe d. Krautschicht (m): 
Deckung d. Kraut::;chicht (%): 
Artenzahl: 
Kennart d. Ass.: 

Salix eri ocarpa 

主邑己主己
Morus bombyc工5

Celtis oinensis var. japonica 

Juglans ailanthi folia var. cのrdiformis

Eはonymuss1eboldianus 
Ligustrum obtus工fol工um
Ra,oa mult工flora
Mェcroste芭：LUmvimineum var. polystachyum 
Polygon田nthunbergii 
Op工1sme江usundulatifolius 
Trichosanthes cucumeroides 
Gynostemma pentaphyllum 
GP.um ,iaponエcrnn
Viola verecund息
Impatiens. te:xotori 
Achyro.nthcs jo.ponica 
Phalaris arundinacea 
Galium kェkumugura
Liriope F工atyphylla
Cirsium nippon工cumvar. incomptum 
Carex rochebrunii 
Commelina communis 
Aneelica d台cursiva
Carex aphanolepis 

カゼグサーオオバコ群集

Lfd. Nr.: 
Aufn. -Nr.: 
Datu刊 d.Aufnahme: 

Tab. 3. 

／！＇，現 I凶の楠 AuBerdcm Je einmal in Lfd. Nr. 1: Partlienocissus tricuspidata ナ， －~ タ
B-1-2・2• Aphananthe, aspera ムクノキ B-2-1・1,K-+, Sapindus mukorossエ ムクロジ B-2-+, 
Aucuba japonica アオキ S-1・2,Lonicera japonica スイカズラ 5ー＋・2,Trachycarpus 
for-tune工 ンエロ S-+, Hedcra rhombea キプ タ K-2・2,Dェoscoreatokoro トコロ K-1・2,
Akebェa qui日ぇta アケビ K-1・2,Physalis franchetii f. bunyardii ホオプキ K-1・2,
Disporum sessile ふヴチャクノウ K-1・2,Polygonum yokusaianはm ハナタデ k・1・2,Rubus 
h工rsutus クサイチ ゴ K-1・2，工rispseudoacorus キンヨウプ K-1・2,Osmorhiza aristata 

ヤプニン＂；.， Kー＋・2,L工lium・cordatum ゥ，〈ユリ K-+. in 2: Cornuc controversa 
ミズキ S-+,H国 立ulusscandens カナムグラ K-3・3,Le<crs1a sayan叫《a サヤヌカグサ K-2・2,
Polygon田nsieboldi1 アキノウナギソカミ K→・2,Plagiothecium turgescens －；－＋サナダコヶ

H• • 2 , Oe阻 nthejavan工ca セリ K-+, Houttuyn1a cordata ドクダミ K→， Equエsetiun
arveロ:SC スギナ K-+, Cayratia japonica ヤプメYラr K-+, Hcmerocallis fulva var. 
long1tuba ノカ J ゾウ Kー＋ ， Amphicarpaea trisperma ヤブマ 〆 Kー＋， Pilea mongolica 
アォ汀 k-+, Agropyron kamoji 今モ〆 グサ K-+, Cryptotaenエa Japonica ミソハ K-+,
Geranium thunlヲcrgii ゲノ ノン ヨウ コ 2-+, Carex d工ckinsiエ オニスゲ K-+,Gali um spurエum
f. strigosum ヤ.LJ._ 7ラ Kー＋・



Tab. 7・ソデ群落区介表 SynthetischeTabelle der Saumgesellschaften 

Mosla punctulata -Carpesium abrotano1d干s-Gesellschaft 
Justic1a procumbens var. leucantha -Er1：＞；ρro，γphユlaペelphエcus-Ge,;ell,;c:-,aft 

Untere1nhe工tvon Digitar1a adscendens . 
Uatereinhei t von Gleοl,oma b"deracea var. grana1s 

Hムcrostegiumvimineum var. polystachyum -Bromus pauciflor官s-Gesellschaft 

Untereinheit von Taraxacum officinale 
Untereinhe,.t von Agrimonia japonica 

1-4: イヌコウンユ ヤブタバコ群端

5-1斗： キツネノマゴ ハル Jオ〆t宇部
5-9: ノヒンパ ff;):I宇部

1::J-14: カキ ドオ ν下位酔部

15-22: アンポソーキアネガヤ昨！Ii

15酬 18: セイヨウ タン ポポ ド位群吊

19-22: キン iズヒキ下位幹部
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Trennarten d. Gese工lschaft:

Mosla punctulata 
C::trpesium abrotanoides 

Tren ... ,arten d. Gesell:achaft: 
Justicia procumber田 var.le氾cantha
Trifol1um repens 
Tr1foli,1m pratense 
Clinopod1um gracil". 
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Microstegium japon1cum 
Glechoma hederacea var. grand1s 
Muhlenbergムa japouica 
Galium kェkumuι.ura

Trennarten d. Gesellschaft: 
P百五ederiascm:de,,s var. mairei 
Bromus panciflorus 
Microstegi山nvimineum var. polystachyum 
Rub旧sbirsutus 
Boehmeria platanifolia 
Marus bombycis 
Humulus scandens 

Trennarten d. Untereinhe1ten: 
Ambrosia artemisiaefolia 
Taraxacum officinale 
Hydrocotyle maritima 
Agrimonia japanエca
Tr1chosanthes cucumeroides 
Erigeron philadelが1icus
Oxalis corniculata 

Kennarten d. Artemisエetea:
Op工ェsmenusundulatifolius 
Cayratia Japonica 
Pennisetum alopecuro1des 
Houttuyma cordata 
Arthraxon hispidus 
Commelina communis 
Geranium thunberg1工
Arte明11s1apr1nceps 
Achyranthes fauriei 
Cryptotaenユa japanェca
Polygonum yokus.a工anum
Anph1carpaea trisperma 
Lactuca indica 
Lysエmachiajaponica f. subsess工工16
Selaginella remotifolia var. japonica 
Polygonum longisetum 
Digitaria timorensis 
Lapsana humilis 
Geum japan工cum
Carex aphanolep1s 
Ducbesnea chrysantha 

b且己主こ
Pleioblastus chェno
Plantago asiatica 
Cirsium nipponicum var. incomptum 
Setaria faberi 
Erヱgeronannuus 

Miscant包 主＿sin也 Si§＿ 一一一

Equisetum arve田 e
D1oscorea japonica 
Poa pratens工S
Loncera japonica 
Hydrocotyle ramiflora 
Lespedeza cuneata 
Er1geron canadensis 
Eleusine indica 
Digitaria violascens 
Eragrostis ferruginea 
Fatoua v1llosa 
Dioscorea tokoro 
Aster agerato工desvar. ovatus 
Phytolac唱a.arner1cana 
Broussonetia kaz1nok1 
Cerastium holosteoides var. angust1folium 
Sis?rinchium atlanticum 
Galinsoga cェ1ェata
Carex sp. 

/1¥.IJll恒例H AuBerdem je e1ru阻 1in Aufn. Nr. 4: Ajuga decumbens ~＂，ゾウ ＋・2・ in 5: Rubia訟 ane アカネ ＋・ _in 6: Paspalum thunberg1i スズメノヒエ 1・1, Stellar1a aquatica 
+, Leonurus s1biricus メハ汁 +, Perilla frutescens var. japonica エコマ ＋・ in 7: Setaria virid1s エノコログサ ォ・2,Polygonum cuspidatum 2・2.

Rorippa 1ndica イヌガラ V 1・1,Calystegia Japon1ca ヒルガオ +, Carex rochebruniエ ヤプスゲ ＋・2. ェn8: Sagina japomca ソメタサ +, Athyrium niponicum イ言ワラビ +. ' 
in 10: Stellaria neglecta ハコベ ＋・2,Hydrocotyle sibthorp1oides チドメグサ 2・3・ in 1オ： Parthenocissus tricuspidata ソタ +, Hedyotis di ffusa ハyカグサ +. in 13: Poa 
annua スズメノカタピラ ＋・ in 14: Acalypha australis エノキグサ +, Erigeron sumatrens1s オ打レチノギク +, Graphalium affine ハハコ グサ +, Youngia Japomca パタピラコ

v工olaverecunda Y ポス三レ ＋・2, Lespedeza pilosa ネコハギ ＋・2・ in 15: Chenopodi山ηambrosioides ヶアリタノウ ＋・ 1n 16: Ampelopsis brevipedunculata ノブドウ ＋・2. in 17: 
Eccoilopus cotulifer アプラススキ +, B1dens frondosa アメリカセ〆ダノグ什 ＋・ in 18: Cエrcaeamollis ミズ タマノウ +. in 19: Celtis sinensis var. Japonica エノキ +. in 20: 
Akebia quinata アケビ 2・2,Disporum sessile ホウチャクソウ +, Liriope platyphylla ヤプラノ +, Polygonum filiform1s ミズヒキ ＋・

＋， 
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GroBe d. Probeflache ( m ) : 
Hb'he d. Vegetation (cm): 
Deckung d. Vcgetaion (%): 
Artenzahl: 
Kcnnart d. Ass.: 

Eragrootェs ferruginea 
Trermarten d. S.lbass.: 

Trifo工iumrepens 
Erエgeronphlladelphicns 

Kennart d. Hohcren Einhei.ten: 
Plantago a尽iaLice,

主記三羊丘L
Di畠itana v1olaGcenβ 
ElcuGine iηdica 
Oxalis ccr n工culata
Zoysia jap凹 1ica
Pleioblastus chino 
Lysim3chユaJaponica f. .aubsess.i.lょS

Euphorbia supina 
Clェnopodiumgro.cュle
Justicie, procumbcns var. leucantha 
Agrirnυ明よa Japonica 
Galrn,:;oga ciliata 
Cryptcta~uia juponica 
Taraxacum offょci,1ale 
Cayratia japon1ca 
Glcchoma hederacea 
Er1geroぺ sumatrensis
Hyurocotyl七 ，；ibLtor.L..OJdes

/f:I且1川の柿 AuBerdem Je e1nmal in Aufn. !Ir. 1: Bronrns pauciflorus キアネがヤ +, Rubus hirsutus タサイチコ +, Rumex obtusifoliusi －，ノ今 νギc-+, Solanum 
carolinense ワル＋スヒ +, Geranium thunbergii γ〆ノ νョウコ +. in 2: Quecus serrata コナラ +, Dioscorea Japonica ヤマノイそ +. in与： Paspalum thunbergn 

スス〆ノヒエ ＋・2,Paederia scandens var. maエrei ヘタノカスラ ＋・ in'.): Erigeron canadensis ヒメぷカ〆ヨモギ ＋・ in 6: Hyperiじumlaxum コケ オ トキリ ＋． 

エロ 7:Mazus pumilus トキりハゼ ＋・ in 8: Arternioia prユnceps ヲモキ ＋・2,Vandellia crustacea ウリタサ +, Poa ar,nua えだ〆ノカ タピラ +, Centipeda minユr.ia
トキノノワ +. in 10: Muhlenbergia japonica ネ丈‘ガヤ ＋・2, Digitarェatimorensis コメヒ yパ +. in 11: Microstegium japonicum ササカヤ +, Oplismenus 

undulatifolius チヂハザミ +• 2 , Acalypha australisエノキグサ ＋・ in 12: Kyllinga gracillima ヒ〆クタ ＋・ in 16: Pennエsetumalopecuroides ＋カランパ 1・2.
in 17: Dig1taria adscendens〆ヒνパ ＋・ in 18: Poa pratensis ナガハグサ ＋・

1-6: Typische Subass. 興司＇帳 ＂地 7-18: Subass. von Trifolium repens rロソ メクサ亜昨日住




